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平
成
12
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
介
護
保
険

制
度
も
今
年
で
17
年
が
経
ち
ま
す
。
介
護

保
険
制
度
は
5
年
ご
と
の
法
律
の
改
正
、
ま

た
3
年
ご
と
の
介
護
報
酬
と
介
護
認
定
の

見
直
し
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
さ
れ
て
き
て

い
る
方
も
増
え
、
そ
の
経
費
は
右
肩
上
が
り

に
な
っ
て
い
ま
す
。
平
成
12
年
当
初
は
年
金

か
ら
天
引
き
さ
れ
る
介
護
保
険
料
は
全
国

平
均
で
2
9
0
0
円
程
度
で
し
た
。3
年
ご

と
に
保
険
料
の
見
直
し
が
行
わ
れ
、
広
島
市

で
は
現
在
5
8
6
8
円
程
度
（
全
国
平
均

5
5
1
4
円
）
で
す
。
団
塊
の
世
代
の
方
が

75
歳

以

上

に
な

る
平

成

37
年

に
は

9
2
0
0
円
程
度
（
全
国
平
均
8
2
0
0

円
）
に
な
る
と
予
想
さ
れ
、
保
険
料
の
負
担

が
増
え
続
け
ま
す
。
最
近
、
地
域
の
人
か
ら

軽
度
者
（
要
支
援
1
～
2
、
要
介
護
1
）
の

方
は
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
使
え
な
く
な
る

の
？
と
よ
く
聞
か
れ
ま
す
。
ま
た
、
す
で
に

少
子
高
齢
化
が
進
展
し
、
認
知
症
の
高
齢

者
や
単
身
世
帯
の
高
齢
者
も
増
加
傾
向
に

あ
り
、
地
域
の
住
民
同
士
の
つ
な
が
り
も
希

薄
に
な
り
つ
つ
あ
る
な
ど
変
化
し
て
き
て
い
ま

す
。
ま
た
、
平
均
寿
命
と
健
康
寿
命
の
差
も

広
島
市
は
全
国
平
均
よ
り
も
長
い
た
め
、
こ

の
差
を
縮
小
し
、
で
き
る
だ
け
長
く
健
康
で

い
ら
れ
る
こ
と
が
今
後
の
課
題
で
す
。
そ
の
た

め
、
地
域
全
体
で
助
け
合
う
こ
と
が
よ
り
重

要
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
そ
の
他
、
介
護
保

険
法
改
正
に
よ
り
広
島
市
で
は
平
成
29
年

4
月
1
日
よ
り
「
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支

援
総
合
事
業
」
が
始
ま
り
ま
す
。
こ
れ
は
要

支
援
1
・2
の
人
が
利
用
し
て
い
た
訪
問
介

護
（
ヘ
ル
パ
ー
）
と
通
所
介
護
（
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
）
が
、
全
国
一
律
の
サ
ー
ビ
ス
か
ら
広
島
市

の
基
準
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
に
変
わ
り
ま
す
。

ま
た
、
訪
問
介
護
・
通
所
介
護
の
み
を
利
用

す
る
場
合
は
、
介
護
保
険
の
申
請
を
せ
ず
に

「
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」
に
よ
る
判
定
を
受

け
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
が
状
況
を
確
認
し
、
そ
の
結
果
で
、
迅

速
に
サ
ー
ビ
ス
が
利
用
で
き
ま
す
。

　

住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
立
し
た
日
常
生
活

を
送
る
こ
と
を
目
的
に
一
人
ひ
と
り
の
目
標

や
状
態
に
あ
っ
た
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま

す
。
詳
し
い
こ
と
は
、
三
和
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
ま
で
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

三
和
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

セ
ン
タ
ー
長　

久
保
田　

竜
二

☎
0
8
2
（
9
2
6
）
0
0
2
5

　　

２
月
12
日
午
後
１
時
よ
り
河
内
地
区
芸

能
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
芸
能
祭
は
日
頃
公
民
館
等
で
活
動

し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
、
児
童
館
、
小
学
校

の
子
供
達
、
芸
能
保
存
会
、
民
踊
グ
ル
ー

プ
と
カ
ラ
オ
ケ
等
地
区
芸
能
文
化
の
発
表

の
場
で
す
。

　

当
日
は
１
２
０
人
以
上
の
皆
様
の
来
場

の
も
と
熱
演
が
始
ま
り
ま
し
た
。
河
内
小

学
校
５
年
生
に
よ
る
「
カ
ン
ト
リ
ー
ロ
ー

ド
」
の
素
晴
ら
し
い
ソ
プ
ラ
ノ
合
唱
か
ら

始
ま
り
、
カ
ラ
オ
ケ
、
大
正
琴
、
舞
踊
、

空
手
演
武
、
木
遣
り
音
頭
、
手
品
等
出
演

者
の
熱
演
が
あ
り
最
後
は
太
鼓
団
の
大
迫

力
の
演
奏
で
終
了
し
ま
し
た
。
出
演
者
、

観
客
一
体
と
な
っ
た
素
晴
ら
し
い
芸
能
祭

と
な
り
ま
し
た
。

　

盛
況
の
裏
に
は
２
ヶ
月
前
か
ら
計
画
、

打
合
せ
、
出
演
者
募
集
、
会
場
作
り
、
会

場
運
営
な
ど
行
っ
た
公
民
館
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
協
議
会
の
皆
さ
ん
、
地
区
の
有
志
の

方
々
の
奉
仕
が
あ
り
ま
し
た
。
大
変
お
世

話
に
な
り
ま
し
た
。

　
芸
能
祭
が
河

内
地
区
の
文
化

を
共
有
し
育
て

又
、
地
域
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

活
性
化
に
繋

が
っ
て
い
る
こ

と
を
感
じ
ま
し
た
。

　

今
後
の
課
題
と
し
て
は
若
い
世
代
の
参

加
者
を
増
や
し
幅
広
い
年
代
が
参
加
す
る

行
事
と
な
れ
ば
よ
り
素
晴
ら
し
い
も
の
と

な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

                           

実
行
委
員
長　
山
田 

茂
雄

3
月
の
行
事

６
日
㈪　
売
却
資
源
ゴ
ミ
収
集
日

7
日
㈫　
転
倒
予
防
教
室（
魚
切
）

８
日
㈬　
お
元
気
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト（
下
城
）

９
日
㈭　
健
康
講
座（
白
川
）

10
日
㈮　
ま
ご
こ
ろ
弁
当

14
日
㈫　
健
康
講
座（
野
登
呂
）

15
日
㈬　
お
元
気
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト（
下
城
）

　　　　　　
　
　
社
協
部
長
会・会
報
委
員
会

16
日
㈭
　
正
し
い
歩
き
方
講
座

20
日
㈪　
売
却
資
源
ゴ
ミ
収
集
日

21
日
㈫　
転
倒
予
防
教
室（
魚
切
）

22
日
㈬　
お
元
気
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト（
下
城
）

　
　
　
　
編
集
会
議

24
日
㈮　
ま
ご
こ
ろ
弁
当

25
日
㈯
　
健
康
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
会

28
日
㈫　
転
倒
予
防
教
室（
魚
切
）

29
日
㈬　
お
元
気
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト（
下
城
）

　
　
　

20
日
㈪
は
、祝
日
で
お
休
み
で
す
。

ほ
っ 

と
サ
ロ
ン

木遣り音頭保存会の方々です

演奏後、新しいハーモニカ

を手入れされる岡野さん

芸
能
き
ら
め
く
ま
ち…

こ
う
ち

　

芸
能
祭
を
終
え
て

今
後
の

 

介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て


